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日本で初めての世界選手権に期待シリーズに期待と緊張

09ITU世界選手権シリーズ横浜大会レース直前情報2

2009年8月21日

8月21日（金）、神奈川県横浜市のホテルモントレ
横浜で、22日（土）、23日（日）に開催される2009トラ
イアスロン世界選手権シリーズ横浜大会に先立ち、
日本ナショナルチームの記者発表が行われた。出
席したのは、井出樹里（トーシンパートナーズ・チー
ムケンズ）、庭田清美（アシックス・ザバス）、上田藍
（シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター）、足立
真梨子（トーシンパートナーズ・チームケンズ）、佐
藤優香（日本橋女学館高校）、山本良介（トヨタ車
体）、田山寛豪（NTT東日本・NTT西日本／流通経
済大学職員）、細田雄一（グリーンタワー・稲毛イン
ター）、椿浩平（チーム・ブレイブ）の9名。司会は、
山本光宏 JTU事業・広報副委員長。
まず 初に選手の紹介があった後、各選手から

明日のレースへの抱負が語られた。その後、記者
からの質問を受け、各選手とも活発に発言をした。
各選手とも初めての横浜でのレースに対する期

待を抱いているようで、波の少ないスイムコース、
コーナーも多くテクニカルなバイクコース、平坦でス
ピード勝負となるランコースそれぞれに対応を考え

井出 樹里

トーシンパートナーズ・チームケンズ

どのレースも優勝を狙っているが、
個人的に優勝を目指すだけでなく、
勝たなければいけない戦いがあり、
それが明日のレース。バイクのテク
ニカルなコースを、自分の有利にな
るように走りたい。レースに合わせて
ポイントを考え、練習を続けてきた。

ナショナルチーム選手が意気込みを語る

庭田 清美
アシックス・ザバス

横浜に入り、まず日本特有の暑さ
を感じた。水分補給はパフォーマン
スに一番影響するから気を付けた
い。スイムとランを試走したが、スイ
ムは久々の海水でよく浮き、泳ぎや
すい。ランは平坦な道が多い。バイ
クは明日試走して確かめたい。

上田 藍
シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター

横浜の観光名所を回るコースでと
ても面白い。観光客の目を引くよう
なレースをしたい。攻めの走りを見
せる。スイムは集団に食いついて自
分の力以上のものを出したい。バイ
クでトップに追いつくため、集団での
協力体制をしっかりつくりたい。

ナショナルチーム9名が横浜の地で決意表明
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細田

 

雄一
グリーンタワー・稲毛インター

椿 浩平

チーム・ブレイブ

今年のナショナルチームに選ば

 

れてから、あまり良い結果が出せ

 

ていない。ロンドン大会での雪辱を

 

晴らしたい。スイムはうねりがない

 

が、ブイに角度があり1列になると

 

思う。バイクは序盤からスピードが

 

出るから、きっちり対応したい。

歴史ある街での大会に日本代表

 

として出場できることを誇りに思う。

 

どんなレース展開になっても優勝

 

するという強い気持ちを持って挑

 

みたい。スイムから上位に食い込

 

み、バイクではスピードに対応でき

 

るようにしたい。

山本

 

良介
トヨタ車体

今シーズンは横浜のレースをメ

 

インに取り組んできた。夏の合宿

 

も一番ハードな練習をした。日本

 

の大会だから日本人選手が活躍

 

しなければいけない。アクシデント

 

を100パーセント回避して、テクニ

 

カルなコースを走り抜きたい。

田山

 

寛豪
NTT東日本・NTT西日本／流通経済大学職員

今シーズンは思い通りのレースが

 

できず、メンタル面で問題が見えた。

 

長野での合宿で気持ちを入れ替え

 

て、いまは一番調子がいい。横浜で

 

は中華街を走ると思っていたので残

 

念。歴史ある街を世界 先端の選

 

手が走るレースを楽しみたい。

佐藤

 

優香
日本橋女学館高等学校

ユースは人数が少ないが、敵は

 

あくまでも自分。可能性に挑戦して

 

次につなげられるレースをしたい。

 

目の前でWCSを見て、たくさんのこ

 

とを吸収したい。勝負になるのは

 

バイクのコーナー立ち上がり。丁

 

寧に走るようにしたい。

足立

 

真梨子
トーシンパートナーズ・チームケンズ

世界選手権トンヨン大会が始まっ

 

てからずっと、横浜で笑顔でゴール

 

テープを切りたいと考えていた。ナ

 

ショナルチームとして参加できるの

 

は嬉しい。スイム会場にはクラゲが

 

たくさんいたが穏やか。バイクは道

 

幅が狭いから走り方を意識する。

ていることをうかがわせた。
また、各選手とも2012年に行われるロンドンオリ

 

ンピックに照準を合わせており、今大会でよりよい

 

結果を残すことが大切であると話した。
男女各レーススタートは、ユース女子が22日

 

（土）8:00、エリート女子が22日（土）10:00、ユー

 

ス男子が23日（日）8:00、エリート男子が23日

 

（日）10:00。
お互いに検討を誓い合った
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